
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各
地
で
水
道
料
金
値
上
げ
か 

食
器
の
手
洗
い
で
は
約
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
で

す
が
、
食
器
洗
い
機
な
ら
１
１
リ
ッ
ト
ル
、
ド
ラ
ム
式
洗
濯

機
な
ら
従
来
の
１
／
２
の
水
で
済
む
と
い
い
ま
す
。 

住
宅
設
備
機
器
メ
ー
カ
ー
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
は
４
月
か
ら
、
洗

浄
水
の
使
用
量
を
ほ
ぼ
半
減
さ
せ
る
便
器
の
新
商
品
を
発
売

す
る
そ
う
で
す
。 

４
人
家
族
の
場
合
、
２
日
で
お
風
呂
１
杯
分
の
節
水
効
果

が
期
待
で
き
る
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
清
涼
飲
料
工
業
会
で
は
、
国
内
の
水
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
生
産
量
は
９
６
年
の
３
９
万
２
０
０
０
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
か
ら
、
０
５
年
に
は
１
３
１
万
９
０
０
０
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
と
３
倍
に
増
え
た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
（
も
っ
た
い
な

い
） 多

く
の
努
力
に
よ
っ
て
節
水
が
進
み
、
水
道
使
用
量
が
減

る
と
、
値
上
げ
せ
ざ
る
を
え
な
い
‥
‥
な
ん
と
も
皮
肉
な
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

せ
め
て
飲
み
水
く
ら
い
は
浄
水
器
で
つ
く
ら
な
い
と
、
ま

す
ま
す
水
道
使
用
量
が
減
っ
て
悪
循
環
に
な
り
そ
う
で
す
。 

外国の水道水「生で飲めるかどうか？」  ○飲める △飲まないほうがいい ×飲めない 

 都市名（国名） 飲めない理由  都市名（国名） 飲めない理由 

○ 東京（日本）  △ ナイロビ（ケニア ） 殺菌が不十分 

○ 香港  × マニラ（フィリピン） 雑菌 

○ シンガポール  × ジャカルタ（インドネシア） 汚水、雑菌 

○ ニューヨーク（アメリカ）  × バンコク（タイ） 汚水、雑菌 

○ シドニー（オーストラリア）  × カルカッタ（インド） 海水混入、雑菌 

○ ロンドン（イギリス）  × バグダッド（イラク） 雑菌 

△ パリ（フランス） かなりの硬水 × カイロ（エジプト） 雑菌、肝炎ウィルス 

△ ソウル（韓国） 硬水 × メキシコ 雑菌 

△ 北京（中国） 硬水 × サンディアゴ（チリ） 雑菌、かなりの硬水 

△ クアラルンプール（マレーシア） 殺菌不十分な時あり × リマ （ペルー） 雑菌、かなりの硬水 

△ デリー（インド） 殺菌不十分な時あり × ローマ（イタリア） かなりの硬水 

※あくまで参考資料です。なま水にはくれぐれもご注意ください。「癒す水・蝕む水」 藤田紘一郎 ＮＨＫ出版 １９９６年 

 

外
国
の
水
道
水
は
飲
め
る
か 

旅
行
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
外
国
の
水
道
水

の
状
況
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
「
水
道
使
用
量
の
減
少
で
収
入
減
の
自
治
体
に
負
担
重

く
」
３
月
１
８
日
の
朝
日
新
聞
夕
刊
の
記
事
で
す
。 

首
都
圏
で
は
飲
み
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
利
用
や
省
エ
ネ

家
電
の
節
水
化
な
ど
で
１
世
帯
あ
た
り
の
水
道
使
用
量
が

減
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
水
道
使
用
量
は
減
っ
て
い
る
の
で
す
が
ダ
ム
か

ら
水
を
買
う
費
用
（
受
水
費
）
が
負
担
と
な
り
、
神
奈
川
県

で
は
４
月
か
ら
水
道
料
金
を
２
割
弱
値
上
げ
す
る
そ
う
で

す
。 同

県
で
は
水
道
料
金
収
入
は
９
８
年
度
か
ら
０
４
年
度

ま
で
の
６
年
間
で
１
４
億
５
０
０
０
万
円
も
落
ち
込
ん
だ

と
い
い
ま
す
。 

首
都
圏
ば
か
り
で
は
な
く
最
近
で
は
福
島
市
や
山
形
県

鶴
岡
市
で
も
、
同
じ
理
由
で
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。 

省
エ
ネ
家
電
の
進
歩
に
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

首都圏で家庭での水道使用量が減っている。飲み水をペットボトル
に頼る人が増えたほか、 
家電メーカーは洗濯機などで節水を競い合っているからだ。 
せっかく節水努力をしているのに、神奈川県は４月から家庭用の水
道料金を２割弱値上げする。 
予測に反して水需要が落ち込む中、ダムの水を買う費用（受水費）
の負担が重くのしかかるからだという。 

「
「
夏
場
の
渇
水
対
策

も
あ
り
、
か
つ
て
は
県

民
に
節
水
を
お
願
い

し
て
き
た
。
水
余
り
と

は
い
え
、
も
っ
と
使
っ

て
欲
し
い
と
も
言
え

な
い
し
…
…
」
。 

神
奈
川
県
水
道
局

の
大
山
扶
美
雄
・
水
道

企
画
担
当
課
長
は
、
た

め
息
交
じ
り
に
話
す
。  

県
水
道
局
の
家
庭

用
の
水
道
料
金
収
入

は
９
８
年
度
か
ら
０

４
年
度
ま
で
の
６
年

間
で
１
４
億
５
０
０

０
万
円
も
落
ち
込
ん 

だ
。
人
口
は
増
え
続
け

て
い
る
の
に
、
家
庭
で

以
前
の
よ
う
に
水
を

使
わ
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
。
２
１
立
方
ｍ
あ

っ
た
１
世
帯
当
た
り

の
月
間
水
道
使
用
量

は
１
９
．
２
９
立
方
ｍ

へ
と
１
割
減
っ
た
。 

各
家
庭
で
毎
月
、
風

呂
に
ざ
っ
と
１
０
回

入
ら
な
く
な
っ
た
ほ

ど
の
減
り
よ
う
だ
。
東

京
都
と
千
葉
県
も
落

ち
込
み
は
同
じ
だ
。
同

じ
９
８
年
度
か
ら
０

４
年
度
ま
で
の
６
年 

間
で
み
る
と
、
世
帯

数
の
増
加
を
受
け

て
全
体
の
水
道
使 

用
量
は
東
京
、
千
葉

と
も
わ
ず
か
に
増

え
た
が
、
１
世
帯 

手
洗
い
の
場
合
、

１
回
あ
た
り
水
を
約

１

５

０

㍑

使

う

の

に
、
食
器
洗
い
機
な

ら
１
回
約
１
１
㍑
、

ド
ラ
ム
式
の
洗
濯
機

な
ら
、
使
う
水
は
従

来
の
２
分
の
１
家
電

量
販
店
の
売
り
場
で

は
、
食
器
洗
い
機
や

洗
濯
機
の
節
水
効
果

を
各
メ
ー
カ
ー
が
競

い
合
っ
て
い
る
。 

こ

こ
最
近
は
節
水
や 

 

節
電
を
う
た
っ
て
い

る
商
品
か
ら
先
に
売

れ
て
い
く
（
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
広
報
） 

日
本

電
機
工
業
会
に
よ
る

と
、
ド
ラ
ム
式
の
洗

濯
機
は

0
4

年
度
に

国
内
で

4
6
5
,
0
0
0

台

が
出
荷
さ
れ
た
。
食

器
洗
い
機
は
、9

5

年

度
の

2
2
8
,
0
0
0

台
か

ら

0
4

年

度

に

は

9
2
7
,
0
0
0

台
と
４
倍

に
増
え
た
。
お
酢
の

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ミ

ツ
カ
ン
（
愛
知
県
）

が
、0

5

年
に
大
都
市

圏
の
約

6
0
0

人
を
対

象
に
実
施
し
た
生
活

意
識
ア
ン
ケ
ー
ト 

で
は
、「
節
水
や
水
の

再

利

用

を

し

て

い

る
」
と
の
回
答
は
６

６
％
に
上
っ
た
。 

「
風
呂
の
お
湯
を
洗

濯
や
掃
除
に
使
い
回

す
、
シ
ャ
ワ
ー
は
こ

ま
め
に
止
め
る
と
い

っ
た
節
水
方
法
を
し

て
い
る
人
の
割
合
は

増
え
て
き
て
い
る
」

（
ミ
ツ
カ
ン
水
の
文

化
セ
ン
タ
ー
）
と
い

う
。
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
（
愛

知
県
半
田
市
）
は
４

月
か
ら
、
洗
浄
水
の

使
用
量
を
ほ
ぼ
半
減

さ
せ
る
便
器
の
新
商

品
を
売
り
出
す
予
定

だ
。
４
人
家
族
の
場

合
、
２
日
で
風
呂
１

杯
分
の
節
水
効
果
が

期
待
で
き
る
。
森
岡

忠
文
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン

グ

広

報

室

長

は

「

商

品

開

発

の

際

に
、
節
水
の
観
点
は

欠
か
せ
な
い
時
代
に

な
っ
た
」
。
飲
み
水
と

し
て
の
水
道
水
離
れ

も
加
速
し
て
い
る
。

全
国
清
涼
飲
料
工
業

会
に
よ
る
と
、
国
内

の
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
生
産
量
は
９
６

年
の
３
９
万
２
０
０

０
Ｋ
Ｌ
か
ら
、
０
５

年
に
は
１
３
１
万
９

０
０
０
Ｋ
Ｌ
と
３
倍

に
増
え
た
。 

商
品
開
発
、
欠
か
せ
ぬ
「
節
水
」 

す
。
東
京
と
千
葉
は

当
面
は
現
状
維
持
だ

が
、
両
都
県
よ
り
水

道
料
金
が
比
較
的
低

か
っ
た
神
奈
川
県
は

値
上
げ
に
踏
み
切
っ

た
。
０
１
年
か
ら
県

西
部
の
宮
ケ
瀬
ダ
ム

が
本
格
稼
働
し
、
年

間
約
６
０
億
円
の
受

水
費
負
担
増
が
重
い

こ
と
を
理
由
に
挙
げ

て
い
る
。
最
近
で
は

福
島
市
や
山
形
県
鶴

岡
市
な
ど
も
ダ
ム
の

受
水
費
の
負
担
に
伴

い
、
料
金
を
値
上
げ

し
て
い
る
。 

使
用
量
は
、
９
５
年

度
の
３
９
１
㍑
が

０
３
年
度
は
３
６

３
㍑
に
減
っ
た
。 

協
会
の
担
当
者
は

「
節
水
や
水
の
再

利
用
の
浸
透
で
水

需
要
は
頭
打
ち
の

状
態
。
特
に
首
都
圏

や
関
西
圏
な
ど
、
都

市
部
の
水
道
離
れ

が
目
に
つ
く
」
と
話

た
め
、
県
は
使
用
量

に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
。 

 

全
国
の
約
１
５

０
０
の
水
道
事
業

者
が
加
盟
す
る
日

本
水
道
協
会
に
よ

る
と
、
工
業
用
や
事

業
用
の
水
道
利
用

も
含
め
た
全
国
の

人
口
１
人
当
り
の

１
日
の
平
均
水
道 

あ
た
り
で
は
東
京

が
６
％
、
千
葉
は

９
％
落
ち
込
ん
だ
。

埼
玉
県
で
は
市
等

が
家
庭
用
の
水
道

事
業
を
し
て
い
る 

水
道
評
論
家
の
有
田
一

彦
さ
ん
の
話
〉
水
道
使
用
量

は
各
地
で
減
っ
て
い
る
。
料

金
の
値
上
げ
も
神
奈
川
だ

け
で
な
く
、
全
国
的
な
傾
向

だ
。
高
度
成
長
期
の
ま
ま
の

過
大
な
需
要
予
測
で
無
駄

な
ダ
ム
を
造
り
続
け
た
こ 

と
の
ツ
ケ
が
表
面
化
し
た
。

水
洗
ト
イ
レ
は
７
０
年
代
、

１
回
２
０
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
水
が
必
要
だ
っ
た
。
今
は

１
０
リ
ッ
ト
ル
前
後
で
済

む
。
使
用
者
が
節
水
を
意
識

し
な
く
て
も
水
が
無
駄
に

な
ら
な
い
時
代
が
来
た
こ

と
に
、
行
政
は
鋭
敏
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


